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1. 概要 

本稿では、2006年 3月から 2007年 2月までの 1年間に観測された彗星のうち、明るい彗星や、

特徴のある光度変化を示した彗星について、ライトカーブを紹介し、光度変化を振り返ります。 

なお、筆者のホームページの「彗星カタログ」では、ここで取り上げていない彗星についても、

ライトカーブを紹介しています。 

2. 特に注目された彗星 

2-1. C/2006 P1 ( McNaught ) 
歴史に残る大彗星となりました。 

2007年 1 月 14 日から 15 日にかけてマイナス 5.5 等に達し、金星よりも明るく輝き、白昼にも

目撃されました。その後、南半球では夕方の空に現れ、無数の縞が重なり合って優雅な曲線を描

く、50 度以上にも及ぶ尾を持った、素晴らしい姿が見られました。 

 

2-1-1. 発見時 

2006年 8 月に発見された時点では、17.5 等でした。彗星は、太陽から 3.1 天文単位も離れてい

ました。この時の明るさからは、H10 = 10.5 等となり、最大でも 2.5 等にしかならない計算でし

た。 

しかし、CCDでは 17.5等と報告されましたが、眼視での全光度は、すでに 8 月の時点で、14

等という明るさでした。この明るさからは、H10 = 7.5 等となり、最大でマイナス 0.5 等になる計

算になりました。 
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2-1-2. 2006年 8月上旬～10月末 

8 月上旬から 10 月末までに、3.1天文単位から 1.8天文単位まで、太陽に近づきました。この

期間に、彗星は CCD、眼視ともに、かなり急激に増光しました。 

興味深いことに、CCD観測と眼視観測では、彗星の明るくなるペースが異なります。8 月の時

点で 3 等もあった差は、10 月末には 1 等まで縮まりました。 

この期間の、CCD観測による光度式は、下記の通りです。グラフの中に、青い色で示していま

す。 

m1 = 3.0 + 5 logΔ + 25 log r 

同じく、眼視観測による光度式は、下記の通りです。グラフの中に、赤い色で示しています。 

m1 = 4.0 + 5 logΔ + 17.5 log r 

 

2-1-3. 2006年 11月初め～12月下旬 

11 月初め～12 月下旬までは、観測条件が悪く、ごくわずかの観測しかありません。 

この期間の彗星の光度変化は、次のような光度式で表せます。log r の係数はほぼ 10.0で、ご

く一般的な彗星の光度変化を見せました。 

m1 = 6.0 + 5 logΔ + 10.0 log r 

この期間に彗星は、1.8天文単位から 0.7 天文単位まで、太陽に近づきました。通常、太陽に近

づく彗星は、日心距離が 1 天文単位を超えるあたりで増光のペースが変化しますが、この彗星の

場合は、そのような傾向は見られませんでした。 

2-1-4. 2006年 12月下旬～2007年 1月下旬 

2007年 1 月 12 日に近日点を通過し、太陽に 0.17 天文単位まで接近しました。 

近日点を通過する前後の光度変化は、14 log r という式に沿った、急激なものでした。日心距

離が 0.7 天文単位よりも太陽に近い場所でのこれほどのペースは、C/2002 V1 (NEAT) や C/2004 

F4 (Bradfield) とはまったく異なる傾向です。むしろ、96P/Machholz のような短周期彗星に近

いものです。 

近日点を通過した 1 月 12 日ではなく、1 月 14 日に最大光度になっています。急激に増光して

いたため、近日点を通過して太陽から遠ざかり始めても、すぐには減光に転じられなかったもの

と思われます。 

この期間の光度式は、次のようになります。近日点通過からの最大光度のずれは、1.4日でした。 

m1 = 6.4 + 5 logΔ + 14.0 log r(t - 1.4) 
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但し、この光度式からは、最大光度はマイナス 4.8 等と計算されます。実際には、ちょうど最

大光度となった頃、位相角も 140 度を超えて最大となりました。そのため、前方散乱の影響で、

さらに 2 等ほど増光し、その結果、マイナス 5.5 等に達したようです。 

 

2-1-5. 2007年 1月下旬～3月中旬 

日心距離が 0.35 天文単位を超えると、彗星の減光のペースが緩やかになりました。 

1 月下旬以降の減光は、次のような光度式で表されます。log r の係数はほぼ 10 で、ごく一般

的な彗星の光度変化となりました。 

m1 = 3.8 + 5 logΔ + 10.0 log r 

この期間に、日心距離は 0.35天文単位から 1.5 天文単位へと大きくなりました。1 天文単位を

超える期間でしたが、増光時と同様に、この期間内には減光のペースは変化しませんでした。 

2-2. 73P/Schwassmann-Wachmann 3 

1995 年に分裂した彗星の破片が、2006 年 5 月に地球に 0.076天文単位まで接近し、肉眼彗星

となりました。 

グラフは、縦軸に太陽から見た彗星の明るさを取り、光度変化を表したものです。 

 

2-2-1. C核 

この彗星の主核です。 

1995 年の分裂の前は、この彗星の光度変化は、下記の光度式で表されていました。 

m1 = 11.5 + 5 logΔ + 18.0 log r 

1995 年に分裂を起こし、彗星は 6 等も明るくなりました。しかし、その後は回帰のたびに少し

ずつ暗くなっています。彗星の絶対光度は、1995 年のバースト時には 5.5 等でしたが、翌 2001
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年の回帰では 7.5 等と暗くなりました。今回の出現では、検出された時点ですでに 9.0 等まで暗

くなっていました。 

また、C核の増光は、1995 年に彗星が分裂する前と比べて、少し鈍くなっていました。3 月下

旬までの C核の光度変化は、下記の光度式で表されます。 

m1 = 9.7 + 5 logΔ + 16.5 log r 

さらに、3 月下旬からは急に増光が鈍ってしまいました。それから 6 月上旬に近日点を通過す

るまでの光度変化は、下記の光度式で表されます。 

m1 = 11.2 + 5 logΔ + 6.5 log r 

近日点を前にして突如として増光が止まってしまったため、結局、6 等にしかなりませんでし

た。この結果、C核の絶対光度はさらに暗くなり、11.5等となりました。つまり、今回の回帰で、

完全に元の明るさに戻ってしまいました。 

しかし、近日点を通過した後は、下記の光度式に従って減光していきました。増光のペースと

同様に、減光のペースも、1995 年に分裂する前と比べて、少し鈍くなったようです。 

m1 = 11.4 + 5 logΔ + 15.0 log r 

 

2-2-2. B核 

1995 年の分裂で生じた、最大の分裂核です。 

C核とは逆に、前回 2001 年と比べると、何故か 1 等ほど明るくなって戻ってきました。 

2006年 1 月に発見された時点では、C核とは 2.5 等の差がありました。しかし、C核の増光が

鈍く、途中で増光が止まってしまったのに反して、B核は 1995 年の分裂前と同じく、18 log r の

ペースで増光を続けたため、最終的には C 核をわずかに凌ぐほど明るくなり、5.5 等に達しまし

た。 

但し、光度変化は、安定していたC核と違って、B核は不安定でした。4 月初めには、12 等か

ら 9 等へ、一気に 3 等も急増光しました。それ以降も、1 等ほどのバーストを刳り返しました。 

5 月の明るさは、C核と B核はほぼ同じで、しかも、1995 年に彗星が分裂する前の明るさとも

ほぼ同じです。 

しかし、B核は地球に最接近した頃から減光し始めました。近日点を通過した後は、40 log r と

いう式に沿って、急激に衰退しました。8 月には落ち着いて、その後は 18 log r という式に沿っ

た減光に戻りました。しかし、この結果、B核の絶対光度は 11.5等から 15.0 等へと、3.5 等も暗

くなってしまいました。 
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2-2-3. G核 

B核から派生した破片の中で、最大のものです。2 月に急増光して発見されました。 

光度変化は極めて不安定で、4 月上旬には 16 等から一気に 12 等まで急増光し、眼視でも見え

るようになりました。しかし、その後は地球に近づいても増光せず、5 月初めを最後に観測され

なくなりました。地球最接近や近日点通過を前に、消滅したものと思われます。 

2-2-4. その他の核 

3 月から 5 月上旬にかけて、H 核から BS核まで、無数の破片が見つかりました。これらは一

部を除いて、B核から派生した破片と思われています。 

発見された時点の明るさからは、5 月の最接近時には、多くの破片が眼視でも見える明るさに

なると計算されました。しかし、実際には、ごく一部の核が一時的に 13～14 等になって、かろ

うじて眼視でも見えた他は、地球に近づいても増光せず、すぐに暗くなってしまいました。 

こうした微小な破片は、5 月上旬を最後に観測されなくなりました。地球最接近や近日点通過

を前に、消滅したものと思われます。 

B核や G核を含めて、分裂核の活発な活動は、総じて 4 月から 5 月上旬までに限られていまし

た。太陽に近づき、久しぶりに熱せられた際に、一時的に活発になったのかもしれません。 

3. 眼視で明るく見えた新彗星 

3-1. C/2005 YW ( LINEAR ) 

2005 年末に 19 等で発見された当時は小惑星と思われていた天体です。しばらく観測できなく

なっていた後、2006 年 10 月にようやく再観測された時には、すでに 14 等の明るい彗星に化け

ていました。 

グラフは、縦軸に太陽から見た彗星の明るさを取り、光度変化を表したものです。 

光度式は下記の通りになります。発見時に彗星活動を確認できなかっただけで、ごくふつうの

彗星だったように思われます。 

m1 = 8.0 + 5 logΔ + 13.0 log r 

しかし、2006 年 4 月に 17.5等になるまで、発見されてから半年近くは条件良く観測できてい

たはずなので、何故彗星活動が捉えられなかったかは疑問です。 
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3-2. C/2006 L1 ( Garradd ) 

2006 年 6 月に 17.5等で発見された後、しばらく観測できなかった間に、急激に明るくなって

いました。 

発見当時の明るさからは、H10 = 12.3 等となり、最大で 14 等止まりと計算されます。しかし、

実際の光度変化は、30 log r という、たいへん急激なもので、9 等に達しました。 

グラフは、縦軸に太陽から見た彗星の明るさを取り、光度変化を表したものです。近日点を通

過した後に地球に接近して明るくなりましたが、彗星自身も増光を続けていました。近日点通過

の 20 日ほど後に最大光度となったようです。 

その後は、増光時と同じ勢いで、急激に衰退・減光していきました。 

光度式は下記の通りになります。 

m1 = 4.0 + 5 logΔ + 30.0 log r(t - 20) 

3-3. C/2006 L2 ( McNaught ) 
グラフは、縦軸に太陽から見た彗星の明るさを取り、光度変化を表したものです。日本からは

低空のために観測が少なかったのですが、長期に渡って 12～13 等で明るく見えていました。 

 

3-4. C/2006 M4 ( SWAN ) 

10 月 4 日に約 1 等、10 月 24 日に約 2 等と、近日点を通過した直後に 2 回のバーストを起こし

ました。2 回目のバーストでは 4 等に達し、肉眼彗星となりました。 

グラフは、縦軸に太陽から見た彗星の明るさを取り、光度変化を表したものです。バーストに

よる一時的な増光を除くと、彗星の光度変化は、次のような光度式で表せます。 

m1 = 6.7 + 5 logΔ + 12.0 log r(t - 12) 

近日点距離が 0.78 天文単位と、太陽に近づく彗星でしたが、その割に増減光のペースは速く、

太陽から 1 天文単位以内でも、そのペースは鈍りませんでした。 

バーストによる増光はいずれも数日のうちに収まり、彗星本来の光度変化には影響を与えなか

ったようです。 

近日点を通過した 12 日ほど後に最大光度となり、ちょうどその前後にバーストが起こったよう

です。 

3-5. P/2006 T1 ( Levy ) 
眼視で発見された明るい新周期彗星です。 

周期は 5.2 年と短く、近日点距離が 0.99 天文単位と、地球に非常に近づく軌道を動いています
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が、過去にこの彗星が観測された記録は見つかっていません。バーストによって一時的に彗星活

動を見せ、一時的に明るくなったようです。 

10 月 2 日に発見される直前の 9月 29 日には、12 等以下で写っておらず、その間にバーストし

たと思われます。 

バーストが起きたのは、10 月 7 日の近日点通過の直前でした。但し、この時期はあまり日心距

離が変化せず、太陽に近過ぎることも無かったため、ちょうど近日点付近でバーストが起きたの

は、偶然のように思われます。 

グラフは、縦軸に太陽から見た彗星の明るさを取り、光度変化を表したものです。発見後は急

激に減光していき、11 月には一気に拡散・衰退しました。最終観測は 11 月 25 日で、18.3 等まで

減光していました。 

本来の姿は、H = 15.5等以下の小惑星状の天体と思われます。 

 

3-6. 185P/2007 A3 ( Petriew ) 
グラフは、縦軸に太陽から見た彗星の明るさを取り、光度変化を表したものです。緑色の曲線

は、2001 年の発見時の光度変化を表しています。 

2001 年は近日点通過後の減光の様子しか観測されていませんが、25 log r という式に沿って急

激に減光しました。今回も同様に、急激に増光し、発見時とほぼ同じ明るさに達しました。 

今回の増光は、発見時よりもさらに急激でした。 

また、今回は、近日点を通過した後に更に増光しています。この傾向は、2001 年の発見当時に

は見られなかったものです。 

光度式は、下記の通りになります。 

m1 = 11.3 + 5 logΔ + 30.0 log r(t - 10) 

4. 眼視で明るく見えた周期彗星 

4-1. 2P/Encke 
グラフは、縦軸に太陽から見た彗星の明るさを取り、光度変化を表したものです。 

例年通り、太陽に近づくまではH = 14.2等の小惑星状で、近日点通過の100日ほど前になると、

25 log r という式に沿って急激に増光を始めました。増光している時期は、彗星は拡散しており、

眼視による全光度と、CCDによる核光度に、大きな隔たりがあります。これも、例年通りの現象

です。 
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4-2. 4P/Faye 
グラフは、縦軸に太陽から見た彗星の明るさを取り、光度変化を表したものです。例年通り、

25 log r という式に沿った、急激な増減光を見せました。 

但し、彗星の明るさは、回帰のたびにわずかに変化しています。過去 3 回の明るさを比べると、

下記の通りになります。今回は、中間的な明るさでした。 

1991 年 5.2等 
1999 年 4.0等 
2006 年 4.7等 

4-3. 41P/Tuttle-Giacobini-Kresak 
頻繁にバーストを起こし、毎回のように予想のつかない光度変化を見せる彗星ですが、今回は

珍しく、バーストによる一時的な増光はありませんでした。 

しかし、たとえバーストを起こさなくても、近日点の近くで急激に増光する傾向があるようで

す。近日点通過前の増光は、55 log r という急激なものでした。通過後も、30 log r という式に

沿って、急激に減光しました。 

グラフは、縦軸に太陽から見た彗星の明るさを取り、横軸に近日点通過日からの日数を取って、

過去 3 回の出現での光度変化を重ね合わせたものです。今回の光度変化は、この彗星の平均的な

様子を表してるようです。 

 

4-4. 71P/Clark 
グラフは、縦軸に太陽から見た彗星の明るさを取り、光度変化を表したものです。 

増減光は 21.5 log r と急激で、近日点通過の１ヶ月後に最大光度となる傾向があります。今回

の出現でも、例年通りの傾向が見られました。 
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4-5. 177P/2006 M3 ( Barnard 2 ) 

1889 年以来、117年ぶりに帰ってきた彗星です。 

再発見された時点ではかなり暗かったのですが、古い、周期の長い周期彗星らしく、太陽に近

づくと一気に増光し、眼視で見えるようになりました。1989 年に、23P/Brorsen-Metcalf が予報

をはるかに下回る暗さで検出されながら、その後に急増光して予報どおりに明るく見えたのを思

い出します。 

近日点を通過した後は、急激に減光しました。11 月には一気に拡散・衰退しました。10 月 31

日にはまだ眼視で 12 等の明るさで見えていましたが、その１ヶ月後の 11月 26 日は 18 等まで減

光し、これが最終観測となりました。 

グラフは、縦軸に太陽から見た彗星の明るさを取り、光度変化を表したものです。 

 

5. 明るくならなかった彗星 

5-1. C/2005 B1 ( Christensen ) 
グラフは、縦軸に太陽から見た彗星の明るさを取り、光度変化を表したものです。 

増光のペースは 10 log r と、ごくふつうでしたが、近日点を通過する 50 日ほど前に最大光度

となり、その後は減光に転じてしまいました。 

 

5-2. P/2006 HR30 ( Siding Spring ) 
一時的に尾が観測されました。2007年 1 月には、太陽に 1.2 天文単位まで接近しましたが、そ

れ以上の彗星活動を見せることはありませんでした。光度変化は、H = 11.9等の小惑星のもので

した。 
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5-3. C/2006 K3 ( McNaught ) 

2006年 5 月に 17.5等で発見されました。この明るさからは、H10 = 8.5等となり、最大で 14.5

等に達すると計算されます。 

しかし、実際には、発見されてから 2007年 3 月の近日点通過まで、ずっと 17 等前後で、まっ

たくと言ってよいほど増光しませんでした。 

グラフは、縦軸に太陽から見た彗星の明るさを取り、光度変化を表したものです。緑色の曲線

は、H10 = 8.5等の光度変化を表しています。 

 

5-4. 52P/Harrington-Abell 
グラフは、縦軸に太陽から見た彗星の明るさを取り、光度変化を表したものです。 

前回 1999 年には大バーストを起こしました。今回は、その時の明るさよりも 4 等ほども暗か

ったです。しかし、悪条件で観測は少なかったのですが、20 log r という式に沿った急激な増光

を見せたようです。 

1999 年のバーストの影響が残っているのかどうかは不明です。 

5-5. 102P/Shoemaker 1 

1984 年の発見時と、その次の 1991 年には、14 等まで明るくなりましたが、その後は行方不明

になっていた彗星です。検出されましたが、19～20 等と、かなり暗くなっていました。 

グラフは、縦軸に太陽から見た彗星の明るさを取り、横軸に近日点通過日からの日数を取って、

過去 4 回の出現での光度変化を重ね合わせたものです。 

1984年と 1991年は、近日点距離が小さくなった影響で、一時的に増光したものと思われます。

現在の光度式は、下記の通りです。 

m1 = 14.5 + 5 logΔ + 10.0 log r 
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5-6. 184P/2007 A1 ( Lovas 2 ) 

1986 年に発見され、その後は行方不明になっていた彗星です。20 年間も行方不明になってい

た割には、17 等と明るく観測されました。 

6. 減光していった彗星 

6-1. C/2001 Q4 ( NEAT ) 

2005 年春以降は 1 年以上も、5 log r という、小惑星なみに遅い減光をしています。 

 

6-2. P/2004 F3 ( NEAT ) 
グラフは、縦軸に太陽から見た彗星の明るさを取り、光度変化を表したものです。 

離心率が 0.29と小さいため、遠日点でも 18 等と明るく、軌道の全周で観測できる計算になり

ます。それが、2004 年まで発見されなかったことを考えると、太陽に近づくようになったために、

彗星が活発になったのかもしれません。 

しかし、発見以来の光度変変化は、下記の光度式で表される、緩やかな変化になっています。 

m1 = 9.5 + 5 logΔ + 7.5 log r 

6-3. C/2005 E2 ( McNaught ) 
グラフは、縦軸に太陽から見た彗星の明るさを取り、光度変化を表したものです。近日点に対

して非対称な光度変化をしています。 

近日点通過の前は、10 log r という式に沿った、きれいな光度変化をしていました。しかし、

通過後の減光はやや速く、12 log r という式に沿っています。 
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6-4. C/2005 K1 ( Skiff ) 
グラフは、縦軸に太陽から見た彗星の明るさを取り、光度変化を表したものです。 

2005 年と 2006 年はほぼ同じ条件でしたが、2006 年の方が暗くなりました。近日点の 100 日

ほど前に最大光度となったようです。 

6-5. P/2005 R2 ( Van Ness ) 
グラフは、縦軸に太陽から見た彗星の明るさを取り、光度変化を表したものです。 

2005年 9 月のバーストから 1 年が経ちましたが、2006年の秋にもまだ 18.5 等と明るく観測さ

れています。バースト前は、H10 = 13.5 等でしたが、2006 年秋の明るさは、H10 = 10等となり

ます。元の光度より、3.5等も明るい状態を保っています。 

 

6-6. C/2006 A1 ( Pojmanski ) 
グラフは、縦軸に太陽から見た彗星の明るさを取り、光度変化を表したものです。 

近日点の１ヵ月前から増光が鈍り、7.5 log r という式に沿っていました。近日点を通過した後

も、40 日ほどはその式に沿って減光していきました。 

しかし、4 月になると一転して、15 log r という式に沿って、急激に減光しました。減光のペ

ースが速くなったのは、日心距離がちょうど 1 天文単位を超えた時点でした。近日点前に増光の

ペースが鈍ったのは、日心距離が 0.82 天文単位の時点だったので、少しずれがあります。 

眼視で見えなくなった後は、CCDでは 10 log r に沿った、一般的な減光をしています。 

6-7. C/2006 B1 ( McNaught ) 

2006年 1 月に 18 等で発見された彗星ですが、2007 年 1 月になってもまだ 18.5 等と、予想外

に明るく観測されました。 

グラフは、縦軸に太陽から見た彗星の明るさを取り、光度変化を表したものです。緑色の曲線

は、H10 = 10.7 等の光度変化です。ふつうなら、2007 年 1 月は 21 等になっているはずでした。

減光がかなり鈍い上に、近日点から 250 日くらい経ってから最大光度となったようです。 
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7. 特異な光度変化を見せた新周期彗星 

7-1. P/2005 JY126 ( Catalina ) 
グラフは、縦軸に太陽から見た彗星の明るさを取り、光度変化を表したものです。近日点通過

の 70 日ほど前に最大光度となったようです。 

 

7-2. P/2005 Q4 ( LINEAR ) 
グラフは、縦軸に太陽から見た彗星の明るさを取り、光度変化を表したものです。近日点通過

の 60 日ほど後に最大光度となったようです。 

7-3. P/2005 RV25 ( LONEOS-Christensen ) 

2005 年の秋に 18 等で観測されましたが、近日点を通過した 2006 年秋には、写らなくなって

いました。2007年 1 月には、近日点直後にも関わらず、22 等以下で写りませんでした。 

グラフは、縦軸に太陽から見た彗星の明るさを取り、光度変化を表したものです。近日点距離

が 3.6 天文単位と大きい彗星ですが、2005 年に一時的に増光したところを発見されたようです。 
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7-4. P/2005 T5 ( Broughton ) 
グラフは、縦軸に太陽から見た彗星の明るさを取り、光度変化を表したものです。 

2005 年の秋に 18 等で観測されましたが、1 年後の 2007 年 1 月には、22 等以下で写りません

でした。 

近日点距離が 3.2天文単位と大きい彗星ですが、25 log r という式よりも速いペースで減光し

たか、もしくは、一時的に増光したところを発見された可能性があります。 

7-5. P/2005 XA54 ( LONEOS-Hill ) 
グラフは、縦軸に太陽から見た彗星の明るさを取り、光度変化を表したものです。 

近日点の直前に急激に増光しました。光度変化は非対称で、近日点通過の 10 日前に最大光度に

達したようです。 

この光度曲線のパターンは、近日点の前後で急激に増光する周期彗星のうちでも、

62P/Tsuchinshan 1 と良く似ています。但し、見た目の彗星の形状は、62P が拡散しているのに

対し、この彗星はまったく逆で、恒星状に近い非常に集光の強い姿でした。 

 

7-6. P/2005 Y2 ( McNaught ) 
グラフは、縦軸に太陽から見た彗星の明るさを取り、光度変化を表したものです。 

2004 年末に近日点を通過していますが、その 1 年も後に発見されました。2004 年に見つから

なかったことから、近日点通過後に増光したと思われます。 

2006 年末には、もう近日点から 2 年になりますが、まだ、発見時とほぼ同じ明るさを保ってい

ます。 

近日点距離が 3.4天文単位と大きい彗星ですが、近日点を通過してから 2 年も後に最大光度と
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なっています。バーストを起こして一時的に明るくなっているのかどうかは不明です。 

7-7. P/2006 U1 ( LINEAR ) 
見た目はほぼ小惑星状ですが、長く細い尾が伸びていた天体です。 

グラフは、縦軸に太陽から見た彗星の明るさを取り、光度変化を表したものです。光度変化は、

H = 16.0等の小惑星としてのものでした。 

周期は 4.6 年で、近日点では太陽に 0.5 天文単位まで近づきます。この天体は、枯渇した彗星

の１つと思われます。 

 

7-8. 170P/2005 M1 ( Christensen ) 
グラフは、縦軸に太陽から見た彗星の明るさを取り、光度変化を表したものです。 

近日点距離が 2.9天文単位と大きい彗星ですが、近日点通過後の方が明るくなっています。 

8. 帰って来た周期彗星 

8-1. 60P/Tsuchinshan 2 
グラフは、縦軸に太陽から見た彗星の明るさを取り、光度変化を表したものです。 

35 log r という式に沿った、増減光がかなり急な彗星で、しかも、近日点の 22 日ほど後にピー

クとなる傾向が、1999 年と 2005 年で共通に見られました。 

 

8-2. 76P/West-Kohoutek-Ikemura 
グラフは、縦軸に太陽から見た彗星の明るさを取り、光度変化を表したものです。 

45 log r という式に沿った、極めて急激な光度変化をすると言われていました。実際には、増



- 16 -  

光のペースはそこまで及ばず、予報ほどは明るくなりませんでした。しかし、増光のペースは、

22 log r という式に沿った、比較的急激な増減光を見せました。 

8-3. 84P/Giclas 
グラフは、縦軸に太陽から見た彗星の明るさを取り、光度変化を表したものです。 

前回 1999 年の出現と同じく、近日点を通過して 4 ヵ月も後に最大光度になりました。 

 

8-4. 112P/Urata-Niijima 
グラフは、縦軸に太陽から見た彗星の明るさを取り、光度変化を表したものです。 

20 log r という式に沿って、急激に増光しました。また、近日点を通過してから１ヶ月後に最

大光度となるようです。 

8-5. 114P/Wiseman-Skiff 
グラフは、縦軸に太陽から見た彗星の明るさを取り、光度変化を表したものです。 

前回 2000 年の出現では 13.5等まで明るくなりましたが、今回はやや暗かったです。また、前

回は近日点通過後の方が明るかったのですが、今回はその傾向は見られませんでした。 

 

8-6. 117P/Helin-Roman-Alu 1 
グラフは、縦軸に太陽から見た彗星の明るさを取り、光度変化を表したものです。 

今回から、近日点距離が 3.7天文単位から 3.0天文単位へと小さくなりました。13.5等まで明

るくなり、眼視で見えるようになりました。 

8-7. 181P/2006 U4 ( Shoemaker-Levy 6 ) 
グラフは、縦軸に太陽から見た彗星の明るさを取り、光度変化を表したものです。曲線は、40 log 
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r という光度式を表しています。 

近日点の近くで急激に明るくなり、すぐに暗くなる彗星のようです。 

眼視では 12 等と明るく観測されましたが、非常に拡散していたようで、CCD では 15 等と暗

く、見えないという報告も多くありました。 

 

8-8. 182P/2006 W2 ( LONEOS ) 

2001 年の発見時のように、地球に接近しましたが、19 等以下で、まったく明るくなりません

でした。 

グラフは、縦軸に太陽から見た彗星の明るさを取り、光度変化を表したものです。光度変化は、

H = 19.0等の小惑星としてのものでした。今回は位相角の影響で、明るくなりませんでした。 

9. まだ帰って来ない周期彗星 

9-1. P/1998 S1 (LINEAR-Mueller) 
グラフは、縦軸に太陽から見た彗星の明るさを取り、光度変化を表したものです。灰色の曲線

は、発見時の光度変化を表しています。 

発見時よりも 4.5等以上も暗くなっているようです。 

 

9-2. P/1999 WJ7 (Korlevic) 
グラフは、縦軸に太陽から見た彗星の明るさを取り、光度変化を表したものです。灰色の曲線

は、発見時の光度変化を表しています。 

発見時よりも 3.5等以上も暗くなっているようです。 
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10. その他の彗星 

10-1. 29P/Schwassmann-Wachmann 1 

10 月には 11 等台まで増光しましたが、それ以外は、暗い時期が多かったようです。 

 

 

 


